
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 筑波研究学園専門学校 
設置者名 学校法人筑波研究学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

IT ものつくり学科 
夜 ・

通信 
１８０時間 １６０時間  

自動車整備工学科 
夜 ・

通信 
１７０時間 １６０時間  

1 級整備士専攻科 
夜 ・

通信 
１８０時間 １６０時間  

車体整備士専攻科 
夜 ・

通信 
９０時間 ８０時間  

建築環境学科 

 建築設計デザイン

コース 

夜 ・

通信 
１６５時間 １６０時間  

建築環境学科 

 建築土木施工コー

ス 

夜 ・

通信 
１６５時間 １６０時間  

建築士専攻科 
夜 ・

通信 
９０時間 ８０時間  

商業実務専門

課程 

公務員受験対策科 
夜 ・

通信 
１３５時間 ８０時間  

医療情報学科 
夜 ・

通信 
１８０時間 １６０時間  

診療情報管理専攻科 
夜 ・

通信 
９０時間 ８０時間  

教育・社会福

祉専門課程 
こども未来学科 

夜 ・

通信 
２７０時間 ２４０時間  

令和５年度 



  

児童教育専攻科 
夜 ・

通信 
９０時間 ８０時間  

こども未来学科 

（通信教育課程） 

夜 ・

通信 
２４０時間 ２４０時間  

（備考） 

(1)「こども未来学科（通信課程）」は、設置後完成年度を超えていない学科。 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

ホームページ（https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html）で公開する。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 筑波研究学園専門学校 
設置者名 学校法人筑波研究学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

ホームページ（https://www.tist.ac.jp/profile/outline.html）で公開する。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
ツジ電子株式会社 

取締役会長 

令和4年 7月

4日～ 

令和 6年 7月

3日 

法人の健全経営に

関する助言 

非常勤 

株式会社増山栄建築設

計事務所 

代表取締役 

令和4年 7月

4日～ 

令和 6年 7月

3日 

教育内容に関する

助言 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 筑波研究学園専門学校 
設置者名 学校法人筑波研究学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・授業計画書（シラバス）の作成過程 

本校の教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会

を開催している。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見

直しをおこない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

・授業計画書の作成・公表時期 

  【前期科目】 

  ２月 教育課程編成委員会 

３月末までに作成 

４月 前期授業開始前（前期オリエンテーション時）公表  

 

  【後期科目】 

  ８月 教育課程編成委員会 

  ９月末までに作成 

10 月 後期授業開始前（後期オリエンテーション時）公表 

 

授業計画書の公表方法 

ホームページ 

（https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html）

で公開する。 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学則第 11 条の規定に基づき定められた「科目の履修及び認定に関する細則」第

３条に沿って成績評価、履修の認定を行っている。 

本校では、学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分

の２以上の出席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点

の総合点により行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６

０で点以上７０点未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等

を総合的に評価する。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 成績の分布状況の把握については、次のとおりＧＰＡの指標を設定しおこなってい

る。ＧＰＡは、各科目の成績評価をＧＰに置き換え、計算式により算出している。 

合否判定 総合点 成績評価 ＧＰ 

合格 

80～100 点 Ａ ３．５ 

70～79 点 Ｂ ２ 

60～69 点 Ｃ １ 

不合格 60 点未満 Ｄ ０ 

ＧＰＡの計算式 

ＧＰＡ ＝ 
科目１のＧＰ✕単位数 ＋ 科目２のＧＰ✕単位数 ＋ ・・・・ 

履修科目の単位数合計 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ 

（https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html）

で公開する。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学が目指す人材像を学則第１条に「専門的知識と技術とともに，高い教養を有す

る人間性豊かな人材」と定めている。この人材像に基づいた教育課程を履修し、学則

第９条および第２５条に定める、卒業基準（修業年限・取得単位数・授業時間数）を

満たした者に校長は卒業証書を授与する。 

各学科の卒業基準（修業年限・取得単位数・授業時間数）は、学則別表１-1～１-11

をもとに、「卒業認定基準」と共にホームページに公開している。 

筑波研究学園専門学校 学則 

（目 的） 

第１条 本校は，学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１２４条及び専修学校設

置基準（昭和５１年文部省令第２号），並びに専修学校の専門課程の修了者に対する

専門士及び高度専門士の称号の付与に関する規程（平成６年６月２１日 文部省告

示第８４号）及び専修学校の専門課程における職業実践専門課程に関する規程（平

成２５年８月３０日文部科学省告示第１３３号）に基づき，工業，商業実務，教育・

社会福祉分野の専門教育を施すことにより，専門的知識と技術とともに，高い教養

を有する人間性豊かな人材を育成し，もって地域社会の発展と文化の向上に寄与す

ることを目的とする。 

（教育課程・授業時間） 

第９条 本校の卒業までに必要とされる各学科の取得単位数並びに総時間数は，別表

１—1 から１－11 のとおりとする。 

（卒業の認定） 

第 25 条 本校所定の課程を修了した者には，学習評価の上卒業証書を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページ 

（https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html）

で公開する。 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 筑波研究学園専門学校 
設置者名 学校法人筑波研究学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html 
財産目録 学校総務部に備え付け、閲覧及び配布可能。 

事業報告書 学校総務部に備え付け、閲覧及び配布可能。 

監事による監査報告（書） 学校総務部に備え付け、閲覧及び配布可能。 
 

  



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

 
 分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 IT ものつくり学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００ 

単位時間／単位 

４２０ 

単位時間

/単位 

１０２０ 

単位時間

/単位 

３６０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１２０人 １２５人 ０人 ５人 ６人 １１人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、習熟度別授業の実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

  ５２人

（100％）

０人

（0％）

５０人

（96.2％）

２人

（3.8％）



  

（主な就職、業界等） 

㈱東京電機、関東情報サービス㈱、ナビオコンピュータ㈱、カストマシステム㈱、 

㈱トヨタレンタリース茨城 他 

（就職指導内容） 

企業研究会の実施、就職セミナーの実施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

          

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 基本情報技術者試験 ③ 49 人 8 人 

 IT パスポート試験 ③ 52 人 9 人 

 ＣＡＤ利用技術者試験 2級 ③ 51 人 6 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状      

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

１３２人 １１人 ８．３％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振、進路変更（就職）、病気療養、経済的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する。 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 自動車整備工学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １９６５ 

単位時間／単位 

４０５ 

単位時間

/単位 

３５０ 

単位時間

/単位 

１２１０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１００人 ５９人 ２人 ７人の内数 １人の内数 ８人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２６人 

（100％） 

９人

（34.6％）

１７人

（65.4％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

茨城日産自動車㈱、茨城トヨタ自動車㈱、茨城トヨペット㈱、㈱ホンダ茨城南、 

ネッツトヨタ茨城㈱、茨城ヤナセ㈱、ネッツトヨタつくば㈱、ネッツトヨタ水戸㈱、 

茨城いすゞ自動車㈱ 他 



  

（就職指導内容） 

二者面談、三者面談、担任制による個別指導。ビジネスマナーや身だしなみ指導。筆記

試験対策、面接指導。進路説明会（学生、保護者）、進学体験会、進学在校生による講

話 他 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

     資格・検定名 種別 受験者数 合格者数  

 2 級ガソリン自動車整備士 ② ２６人 ２５人  

 2 級ジーゼル自動車整備士 ② ２６人 ２５人  

 中古自動車査定士 ③ ２３人 ２２人  

   
※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 

 

 

 

 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

５６人 ０人 0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 1 級整備士専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 ２２００ 

単位時間／単位 

３００ 

単位時間

/単位 

６０ 

単位時間

/単位 

１８４０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

３０人 １８人 ０人 ７人の内数 １人の内数 ８人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １人

（100％）

０人

（0％）

１人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

㈱広芸インテック 

（就職指導内容） 

二者面談、三者面談、担任制による個別指導。ビジネスマナーや身だしなみ指導。筆記



  

試験対策、面接指導。進路説明会（学生、保護者）、進学体験会、進学在校生による講

話 他 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

     資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 １級小型自動車整備士 ② １人 １人 

 職業訓練指導員 ② １人 １人 

  

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

１２人 ０人 0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 車体整備士専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 ９６５ 

単位時間／単位 

７５ 

単位時間

/単位 

２１０ 

単位時間

/単位 

６８０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１５人 ２人 ０人 ７人の内数 １人の内数 ８人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ８人 

（100％） 

０人

（0％）

８人 

（100％） 

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

茨城トヨペット㈱、茨城いすゞ自動車㈱、㈱スズキ自販茨城、㈱石塚自動車工業所、 

㈱シュテルンつくば、コマツ茨城㈱、西尾レントオール㈱、日産プリンス茨城販売㈱ 



  

（就職指導内容） 

二者面談、三者面談、担任制による個別指導。ビジネスマナーや身だしなみ指導。筆記

試験対策、面接指導。進路説明会（学生、保護者）、進学体験会、進学在校生による講

話 他 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

     資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 自動車車体整備士 ② ８人 ８人 

 2 級二輪自動車整備士 ② ２人 ２人 

  

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

８人 ０人 ０％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

 分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
建築環境学科 

建築設計デザインコース 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００ 

単位時間／単位 

７２０ 

単位時間

/単位 

７８０ 

単位時間

/単位 

２５5 

単位時間

/単位 

４５ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

５０人 ５５人 ０人 ５人の内数 ８人の内数 １３人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２５人

（100％）

１２人

（48％）

１１人

（44％）

２人

（8％）

（主な就職、業界等） 

㈱翔設計、大東建設㈱、株木建設㈱、㈱ノーブルホーム、㈱村上工務店、㈱眞建築設計

室、タクトホーム㈱、㈱アキュラホーム 他 



  

（就職指導内容） 

建築職能論。卒業生講話の実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 ２級建築施工管理技士補 ③ 25 人 21 人 

 ２級土木施工管理技士補 ③ 14 人 13 人 

 ２級管工事施工管理技士補 ③ 8人 5 人 

 建築ＣＡＤ２級 ③ 2人 2 人 

 建築ＣＡＤ３級 ③ 13 人 6 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する

か記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

５５人 ４人 ７．３％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（就職） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

 分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
建築環境学科 

建築土木施工コース 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００ 

単位時間／単位 

６３０ 

単位時間

/単位 

７９５ 

単位時間

/単位 

３３０ 

単位時間

/単位 

４５ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

５０人 ２０人 ０人 ５人の内数 ８人の内数 １３人の内数 

  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２５人

（100％）

０人

（0％）

２５人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

㈱ＮＩＰＰＯ、横河東亜工業㈱、東鉄工業㈱、坪井工業株式会、暁飯島工業㈱、 

キムラ工業㈱、㈱ＣＴＩリード、谷原建設㈱、春日部市役所 他 



  

（就職指導内容） 

建築職能論 

卒業生講話の実施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

      

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 ２級建築施工管理技士補 ③ 19 人 12 人 

 ２級土木施工管理技士補 ③ 23 人 20 人 

 ２級管工事施工管理技士補 ③ 19 人 9 人 

 ２級造園施工管理技士補 ③ 2人 1 人 

 建築ＣＡＤ３級 ③ 3人 2 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記

載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ３８人 ４人 １０．５％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（就職）、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築士専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 ８４０ 

単位時間／単位 

５２５ 

単位時間

/単位 

１３５ 

単位時間

/単位 

１８０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１５人 １２人 ０人 ５人の内数 ８人の内数 １３人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １１人

（100％）

０人

（0％）

１１人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

住友不動産㈱、㈱田中建設、株木建設㈱、日本住宅㈱、つくば市役所、郡司建設㈱、㈱

クラフト、三陽用地㈱、東鉄工業㈱、常総開発工業㈱、㈱葵建設工業 



  

（就職指導内容） 

卒業生講話の実施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

      

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 二級建築士 ② 11 人 6 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記

載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 １１人 ０人 0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 商業実務専門課程 公務員受験対策科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 ８４０ 

単位時間／単位 

６０ 

単位時間

/単位 

７８０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２０人 １４人 ０人 １人 １人 ２人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２４人

（100％）

１人

（4.2％）

２１人

（87.5％）

２人

（8.3％）

（主な就職、業界等） 

国土交通省、防衛省、関東信越国税局、東京都特別区人事委員会、土浦市役所、北つく

ば農業協同組合、(株)茨日ホールディング 他 

 



  

（就職指導内容） 

学生向け就職ガイダンス。卒業生講話。二者面談、三者面談の実施。ビジネスマナー、

身だしなみ指導。筆記試験対策、面接対策の指導。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

        

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 公務員 1次 ③ 24 人 23 人 

 公務員 2次 ③ 23 人 15 人 

 全経簿記能力検定試験 ３級 ③ 24 人 4 人 

 秘書技能検定 ３級 ③ 24 人 15 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２５人 １人 ４．０％ 

（中途退学の主な理由） 

公務員試験合格 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談（担任・学科、必要に応じて部門同席）等を実施。 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 商業実務専門課程 医療情報学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １９６０ 

単位時間／単位 

２１０ 

単位時間

/単位 

１５９０ 

単位時間

/単位 

１６０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１００人 ４８人 ０人 ４人の内数 ６人の内数 １０人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３４人

（100％）

１１人

（32.4％）

２３人

（67.6％）

０人

（％）

（主な就職、業界等） 

筑波メディカルセンター病院、筑波学園病院、柏厚生総合病院、筑波記念病院、 

古河赤十字病院、小沢眼科内科病院、守谷慶友病院、辻中病院柏の葉 他 



  

（就職指導内容） 

入学時より定期的なキャリアガイダンスを実施。連携病院の職員を講師としたガイダ

ンス、卒業生の講話等をおこなっている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

      

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 診療報酬請求事務能力認定試験 ③ 22 人 14 人 

 医師事務作業補助技能認定試験 ③ 34 人 26 人 

 医療秘書技能検定準 1級 ③ 25 人 12 人 

 医療秘書技能検定 2級 ③ 33 人 28 人 

 医事コンピュータ技能検定試験準 1級 ③ 18 人 8 人 

 医事コンピュータ技能検定試験 2級 ③ 34 人 30 人 

 電子カルテ技能検定試験 ③ 34 人 30 人 

 医療事務技能審査試験 ③ 34 人 34 人 

 秘書技能検定 2級 ③ 34 人 19 人 

   
※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記載

する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

５７人 ２人 ３．５％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（就職） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談（担任・学科、必要に応じて部門同席）等を実施する 

 

 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 商業実務専門課程 診療情報管理専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 ９８０ 

単位時間／単位 

１５０ 

単位時間

/単位 

７５０ 

単位時間

/単位 

８０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１５人 １１人 ０人 ４人の内数 ６人の内数 １０人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １２人

（100％）

０人

（0％）

１２人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

牛久愛和総合病院、いちはら病院、筑波学園病院、城西病院、土浦協同病院、 

水戸赤十字病院、志村病院、新松戸総合病院 他 



  

（就職指導内容） 

入学時より定期的なキャリアガイダンスを実施。連携病院の職員を講師としたガイダ

ンス、卒業生の講話等をおこなっている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

      

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 診療情報管理士認定試験 ③ 12 人 10 人 

   
※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記載

する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 １３人 １人 ７．７％ 

（中途退学の主な理由） 

病気療養 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談（担任・学科、必要に応じて部門同席）等を実施する 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福祉 
教育・社会福

祉専門課程 
こども未来学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 ２９４０ 

単位時間／単位 

６００ 

単位時間

/単位 

１８７０

単位時間

/単位 

４４０ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

３０ 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２４０人 ２６７人 ０人 ９人の内数 ２５人の内数 ３４人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ８０人 

（100％） 

２８人

（35.0％）

５１人

（63.8％）

１人

（1.2％）

（主な就職、業界等） 

幼稚園、保育園、認定こども園、児童養護施設、知的障害児施設、介護福祉施設、等 



  

（就職指導内容） 

学生向け就職ガイダンス。保護者対象就職相談会。 

茨城県民間保育協議会就職セミナー全員参加（卒業生講話含） 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

     

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 幼稚園教諭２種 ① 79 人 79 人 

 保育士 ① 80 人 80 人 

 社会福祉主事任用資格 ① 80 人 80 人 

 介護職員初任者研修 ① 80 人 80 人 

 幼児体育指導者検定１級 ③ 15 人 15 人 

 幼児体育指導者検定２級 ③ 15 人 15 人 

 リトミック指導者１級 ③ 12 人 12 人 

 リトミック指導者２級 ③ 53 人 53 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ２６９人 １１人 ４．１％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（就職）、病気療養、経済的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福祉 
教育・社会福

祉専門課程 
児童教育専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 ９９５ 

単位時間／単位 

７５０ 

単位時間

/単位 

１２０ 

単位時間

/単位 

１２５ 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

― 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１５人 ２８人 ０人 ９人の内数 ２５人の内数 ３４人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２９人

（100％）

０人

（0％）

２９人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

小学校、幼稚園、保育園、認定こども園、児童養護施設、知的障害児施設、介護福祉施

設、等 



  

（就職指導内容） 

学生向け就職ガイダンス。保護者対象就職相談会。 

茨城県民間保育協議会就職セミナー全員参加（卒業生講話含） 

主な学修成果（資格・検定等）） 

     

 資格・検定名 種別 受験者数 合格者数 

 幼稚園教諭１種 ① 28 人 28 人 

 小学校教諭１種 ① 9人 9 人 

 養護教諭１種 ① 3人 3 人 

 児童指導員任用資格 ① 29 人 29 人 

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。 

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの 

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの 

③その他（民間検定等） 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

２９人 ０人 ０％ 

（中途退学の主な理由） 

 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席した学生に対する連絡、連続して欠席している学生については、早い時期に個人

面談や保護者を交えた三者面談等を実施する 

 

  

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福祉 
教育・社会福

祉専門課程 

こども未来学科 

（通信教育課程） 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 通信 ８０単位 
３６単位 ３７単位 ６単位 ― 単位 １単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１０２人 １０人 ０人 ９人の内数 ２５人の内数 ３４人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程を編成するに当たっては、学則第９条に従い教育課程編成委員会を開催し

ている。得られた意見を参考に、より実践的な職業教育の視点に立った見直しをおこ

ない、授業計画書（シラバス）の作成にも活かしている。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習結果の成績評価を受けるためには、当該授業科目に対して、３分の２以上の出

席を必要としている。成績は、期末考査点、出席点、課題点、平常点の総合点により

行い４段階（Ａ：８０点以上、Ｂ：７０点以上８０点未満、Ｃ：６０で点以上７０点

未満、Ｄ：６０点未満）で評価し、Ｃ評価以上を合格とする。 

卒業研究，卒業制作及び臨地実習等の授業科目の評価は、報告書及び発表内容等を

総合的に評価する。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業および進級の認定にあたっては、各学科の教育課程を履修し、学年毎に必要な

取得単位数並びに時間数を満たした者に、校長が卒業・進級を認める。 

 

学修支援等 

（概要）クラス担任制：有 

個別相談・指導等の対応： 

個人面談・三者面談の実施。補講・補習、特別カリキュラムの実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 昨年度卒業者なし ０人

（0％）

０人

（0％）

０人

（0％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 



  

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

（備考）（任意記載事項） 

設置後完成年度を超えていない学科 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ６人 ０人 ０％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

面接授業や添削指導に加え、通信課程の学生からの質問は随時適切な方法で受け付

け、十分に指導をおこなう体制を取っている。 

 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

IT ものつくり学科 100,000 円 600,000 円 320,000 円施設設備費・実験実習費 

自動車整備工学科 100,000 円 600,000 円 520,000 円施設設備費・実験実習費 

１級整備士専攻科 100,000 円 600,000 円 590,000 円施設設備費・実験実習費 

車体整備士専攻科 100,000 円 600,000 円 590,000 円施設設備費・実験実習費 

建築環境学科 100,000 円 600,000 円 400,000 円施設設備費・実験実習費 

建築士専攻科 100,000 円 600,000 円 400,000 円施設設備費・実験実習費 

公務員受験対策科 100,000 円 600,000 円 260,000 円施設設備費・実験実習費 

医療情報学科 100,000 円 600,000 円 260,000 円
施設設備費・実験実習費 

 

診療情報管理専攻科 100,000 円 600,000 円 260,000 円施設設備費・実験実習費 

こども未来学科 100,000 円 600,000 円 291,000 円
施設設備費・実験実習費・ 

短大併修費 

児童教育専攻科 100,000 円 600,000 円 90,000 円施設設備費・実験実習費 

こども未来学科 

（通信課程） 
30,000 円 130,000 円 164,000 円学習管理費等 

修学支援（任意記載事項） 

ＴＩＳＴ奨学金：入学後の学業、人物ともに優秀な者に対し、月額 20,000 円を支給 

修学金支援制度：在学中に保護者が死亡し、経済的に困難な者に対し、月額 30,000 円を

支給 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ（https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html）で公開する。 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者評価は、卒業生、保護者、産業界有識者及び教育・学識経験者により構成す

る学校関係者評価委員会により行う。同委員会は、筑波研究学園専門学校が「専修学

校における学校評価ガイドライン」に基づいて行った自己評価をもとに学校評価を行

い、その評価結果を学校の教育活動の向上および学校運営の改善に生かすことを目的

とする。 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

学校法人 霞ヶ浦高等学校 

進路指導担当 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

教育関係 

一般社団法人茨城研究開発型企業交流協会（IRDA） 

ペンギンシステム株式会社代表取締役社長 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

業界団体 

企業関係者 

土浦商工会議所 

総務課長 補佐 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

業界団体 

茨城県自動車整備振興会  

土浦支所 教育課 課長 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

業界団体 

一般社団法人茨城県建築士事務所協会常務理事 

株式会社河野正博建築設計事務所代表取締役 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

業界団体 

企業関係者 

筑波メディカルセンター病院 

事務部外来一課課長 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

企業関係者 

社会福祉法人えがお 理事 

統括部長 兼 法人事務局長 

令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

企業関係者 

五籃会会長（保護者会代表） 令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

保護者 

輝峰同窓会（卒業生代表） 令和5年 4月1日～

令和 7 年 3月 31 日 

卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ（https://www.tist.ac.jp/profile/infomation.html）で公開する 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページ（https://www.tist.ac.jp/）で公開する。 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

74人

後半期

68人

40人

19人

－

学校名

設置者名

筑波研究学園専門学校

理事長　佐久芳夫

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

72人

47人第Ⅰ区分

学校コード H108320300049

（備考）

内
訳

18人

－

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

74人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

－ 0人 －

0人 0人

－ 0人 －

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 － － －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

－ － －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


